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現代社会においては、膨大な数のセンサを実装し、それらから
得られるデータを活用することが求められています。これによ
り、生産性や安全性の向上に加え、健康管理への応用も可能と
なり、モノのインターネット（IoT）の利活用が加速しています。こうしたニーズに応える技術とし
て注目されているのがプリンテッドエレクトロニクス（PE）です。PEは、従来の印刷技術を応用す
ることで、多様なセンサや電子回路を低コストかつ短期間で製造できる可能性を秘めており、20年
ほど前から注目されてきました。さらに近年では、シリコンチップや電子モジュールを組み合わせた
フレキシブルハイブリッドエレクトロニクス（FHE）の研究も盛んになっています。一方、エレクト
ロニクス分野では、大量生産・大量消費・大量廃棄による環境負荷が深刻な課題となっており、資源
循環を意識したサステナブルなものづくりへの転換が強く求められています。こうした社会的背景を
受け、FHEを基盤とした新しいプリンテッドエレクトロニクスは、実用性と環境調和を両立する技術
として期待されており、近年では「サステナブルエレクトロニクス」という新たな概念のもと、研究
開発が加速しています。
本講演では、この「サステナブルエレクトロニクス」の概念とその技術的方向性について述べるとと
もに、我々が長年取り組んできたプリンテッドエレクトロニクスの研究開発事例を紹介します。さら
に、関連する海外研究機関の最新動向にも触れ、最後に、山形大学を中心に推進している文部科学省
プロジェクトJ-PEAKSの概要についても紹介します。
推進している文部科学省プロジェクトJ-PEAKSの概要についても紹介します。
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